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Q-02 

A-02 

⽉途中で保険種別などが変更になる場合の処理 
 
ケースによって処理内容を確認してください。 
(A) 保険種別が変更になる場合 
(B) 保険者番号が同じで、記号・番号のみ変更になった場合 
(C) 公費負担医療単独の場合において、公費負担者番号・受給者番号の変更があった場合 

 

○注 保険者によっては次の請求⽅法に該当しない場合もあります。詳しい取り扱いについては
保険者にご確認ください。 

 
Ａ）保険種別が変更になる場合 
月途中で保険種別などが変更になる場合は保険種別ごとに療養費明細書を作成します。変更後
の保険者の療養費明細書の訪問開始⽇には保険種別変更⽇が必要になります。 
 
例）５月 19 ⽇まで保険種別「社保」 訪問開始年月⽇平成 24 年５月 1 ⽇ 
  ５月 20 ⽇からの保険種別「国保」変更後の保険者へは保険種別変更⽇を記載 
※例では【初期値情報】の設定で変更後の訪問開始年月⽇を「資格取得年月⽇」と指定してい
ます。 
    
    ７章 請求管理編 P257「医療保険請求」初期値情報 
 
【様式第四（療養費明細書）「訪問開始年月⽇」欄の記載⽅法】  
 
【操作手順】 
①《利用者情報》〈医療保険〉画面の被保険者証登録で、変更前・変更後の被保険者証の情報
が登録されていることを確認します。変更後の情報が未登録の場合は、新しく登録を⾏います。 

 
 
②《予定管理》《実績管理》画面で登録されている療養費明細書情報の「訪問開始⽇」が変更
前の状態であることを確認します。（例では 5 月 1 ⽇） 

 
 

参

照 
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③《請求管理》〈医療保険請求〉画面で通常通り請求計算を⾏い、様式⼀から四まで出⼒しま
す。該当利用者についての療養費明細書（様式第四）を確認すると、変更前の保険種別と変更
後の保険種別で 2 枚の療養費明細書があることが確認できます。 

 
④2 枚の療養費明細書の「訪問開始年月⽇」欄の⽇付が、変更前と変更後で異なっていること
をご確認ください。また変更後の療養費明細書には、「特記事項」欄に「保険者変更」と記載
されます。 

 
＜変更前の療養費明細書＞              

 
 
＜変更後の療養費明細書＞ 

 

 
 
  
 
なお、変更後の「訪問開始年月⽇」と「特記事項」は翌月には複写されません。変更月の処理
が完了したら、翌月分の訪問開始年月⽇を改めて⼊⼒し直してください。 
例）５月の請求処理完了後、６月分の療養費明細書「訪問開始年月⽇」欄に「平成 24 年５月
20 ⽇」と⼊⼒ 
 
Ｂ）保険者番号が同じで、記号・番号のみ変更になった場合 
給付割合に変更がない場合は変更後の記号・番号で療養費明細書を作成し、1 枚で提出します。
この場合、旧被保険者証の有効期限を変更⽇の前⽇とし、新しい被保険者証情報を変更月の 1
⽇から始まる期間、新しい記号・番号で登録します。 
新情報は請求月まるまる⼀ヶ月が有効期間に含まれ、変更月の前半が重複しています。 

変更後の療養費明細書の「特記事項」には自動で「保険者

変更」と記載されます。 

※療養費明細書情報に手動で入力すると、変更前の療養費

明細書にも記載されてしまいます。 



９章 こんなときは？ 

315 

9

Ｑ
＆
Ａ 

 
変更前の情報（2 ⾏目）：資格取得⽇ 平成 24 年 4 月 1 ⽇ 有効期限 平成 24 年５月 19 ⽇ 
変更後の情報（1 ⾏目）：資格取得⽇ 平成 24 年 5 月 1 ⽇ 有効期限 平成 25 年４月 30 ⽇ 
4 月分の明細書は変更前の記号・番号、5 月分（変更月）の明細書は変更後の記号・番号にな
ります。 
 
Ｃ）公費負担医療単独の場合において、公費負担者番号・受給者番号の変更があった場合 
《利用者情報》〈医療保険〉画面の公費情報において、変更前と変更後の情報を有効期間を重
複させずに登録しておきます。 
変更月に限り、医療保険請求計算に 2 名として表示されます。 
 

 
変更前の情報（2 ⾏目）：資格取得⽇ 平成 24 年 4 月 1 ⽇ 有効期限 平成 24 年５月 19 ⽇ 
変更後の情報（1 ⾏目）：資格取得⽇ 平成 24 年 5 月 20 ⽇ 有効期限 平成 25 年 3 月 31 ⽇ 
 

 
 

 
請求計算を⾏いそれぞれの療養費明細書（様式第四）が出⼒されることを確認してください。 
      

  

変更月である 5 月は 2 名分として

表示されます。 




